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【はじめに】
　2008（平成20）年３月に改訂された学習指導要領
では小学校社会科において，「第１　目標」では「社
会生活についての理解を図り，我が国の国土と歴史
に対する理解と愛情を育て，国際社会に生きる平和
で民主的な国家・社会の形成者として必要な公民的
資質の基礎を養う」とある。
　「思考力・判断力を育てる社会科授業の在り方」
を著した高松市立勝賀中学校教諭の津山美香によれ
ば，「新学習指導要領の社会科の目標は，『国家・社
会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う』
ことであり，そのために，社会に対する関心を高め，
多面的・多角的に考察し，基礎的教養を培うことが
求められている。今日の社会は，情報化や国際化に
より急激に変化し多様化しているため，これからの
社会を担う子どもたちには，社会的事象を単なる知
識としてとらえ暗記するのではなく，得た知識を活
用し，広い視野からとらえ，自分の考えをつくりあ
げる力が必要になる。また，新しい学習指導要領で
は，言語活動を基盤として，思考力，判断力，表現
力等を確実に育むことが重要視されている。また，
思考・判断の活動が学習内容についての理解や認識
を一層深めることも示されており，思考力・判断力
の育成は，重要な課題であるといえる」と指摘して
いる。さらに津山は，学生の理解度調査において，
「課題を意識して取り組んでいる生徒の割合は35％
であった。一方，社会科の力をつけるために最も必
要なことは「暗記すること」と答える生徒の割合が
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39％であったのに対し，『考えること』と答えた生
徒の割合は３％にとどまり，課題意識を持って『考
えること』よりも，『暗記すること』を重視してい
ることがわかった。また，思考力に関わる『社会的
事象の特色をつかむ』，『因果関係をとらえる』こと
が苦手で，社会的事象の位置付けをするまでに至っ
ていないことがわかった。さらに，社会の学習を通
して自分の考えを持つことの重要性を感じている一
方，判断力に関わる『学んだことを根拠にして自分
の考えを持つ』ことはできていないことがわかった。
以上のことから，生徒の思考力・判断力には課題が
あり，効果的に育成する指導が必要であることが明
らかになった」と言及している。
　小学校の児童に対して思考力・判断力が育成でき
る授業とはどのようなものであるのか。本研究では，
その授業づくりについての取り組み・工夫や今後の
課題についてふれたいと考えている。また屋内だけ
でなく屋外でも楽しめる社会科に関するゲーム・ク
イズなどについてもふれておきたい。
【１】　第３・４学年の社会科
⑴　学習指導要領における「目標」
　「第２　各学年の目標及び内容」の「第３学年及
び第４学年」の「１　目標」では「⑴地域の産業や
消費生活の様子，人々の健康な生活や良好な生活環
境及び安全を守るための諸活動について理解できる
ようにし，地域社会の一員としての自覚をもつよう
にする。⑵地域の地理的環境，人々の生活の変化や
地域の発展に尽くした先人の働きについて理解でき
るようにし，地域社会に対する誇りと愛情を育てる
ようにする。⑶地域における社会的事象を観察，調
査するとともに，地図や各種の具体的資料を効果的
に活用し，地域社会の社会的事象の特色や相互の関
連などについて考える力，調べたことや考えたこと
を表現する力を育てるようにする」とある。小西英
生は京都市立六原小学校・桃山小学校の協力を得な
がら『社会科における思考力・表現力の育成をめざ
して−思考・表現活動を通して，多面的に考察する
力をはぐくむ指導の実際−』を報告書をまとめてい
る。そこでは「社会科の学習で，社会的なものの見
方や考え方を育てることが求められる。つまり，子
どもたちが自分で調べたことを基にしながら，社会
の中で営んでいる人々の生活についての特色やつな
がりなどを，様々な視点から考えられるようにする
ことが重要であると考える。そして，子どもたちが
少しでも「なるほど。」「そのような理由があったの
か。」といった思いがもてるようにすることが大切
である。しかし，社会科の学習では，単元の終末場
面で，調べたことをそのまま書き写したり発表した
りする活動をして，単元の学習を終了していると
いう実態があることが指摘されている。『お調べ発
表学習』などといわれているのは，そのような現状
を一言で表しているのではないかと思われる。調べ
たことを発表する活動だけで終わらせず，そこから
どのようなことが考えられるか，なぜそうなのかを
吟味・検討する活動が大切である」と指摘する。そ
れもあってか「昨年度は，子どもたちが自分の力で
資料を読み取り，自分の考えをもてるようにしたい
と考え，その手だての一つとして社会科学習ハンド
ブックを開発した。そして，それを社会科の学習が
始まる小学校第３学年で活用することで，主体的に
学習に取り組む姿をめざした」と後述している。
⑵　３・４年社会科授業の工夫
　社会科授業の例として「水はどこから」という題
材を取り上げる。2008年１月17日付で中央教育審議
会（中教審）においてとりまとめられた「幼稚園，
小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習
指導要領の改善について」（答申）によれば，改善
の基本方針の一つの柱として以下のように挙げられ
ている。
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　 社会科事象に関する基礎的・基本的な知識，概念
や技能を確実に習得させ，それらを活用する力や
課題を探求する力を育成する観点から，各学校段
階の特質に応じて，習得すべき知識，概念の明確
化を図るとともに，コンピュータなども活用しな
がら，地図や統計など各種の資料から必要な情報
を集めて読み取ること，社会的事象の意味，意義
を解釈すること，事象の特色や事象間の関連を説
明すること，自分の考えを論述することお一層重
視する方向で改善を図る
　また改善の具体的事項として，「生活科の学習を
踏まえ（中略）よりよい社会の形成に参画する資質
や能力を培い」ながら，「作業的。体験的な学習や
問題解決的な学習を一層充実させることにより，学
習や生活の基盤よなる知識・技能を習得させるとと
もに，それらを活用して観察・調査したり，各種の
資料から「必要な情報を集めて読み取ったりしたこ
とを的確に記録し，比較・関連付け・総合しながら
再構成する学習や考えたことを自分の言葉でまとめ
伝え合うことによりお互いの考えを深めていく学習
の充実を図る」と明記されている。「資料から必要
な情報を集めて読み取る力」を育てる授業として，
ここでは「水はどこから」の単元を例としたい。
　ここで取り上げる愛媛県松山市は，一年中比較的
温暖で，少雨が特徴である「瀬戸内気候」といわれ
る。また市内を流れる河川は，河口までの距離がた
いへん短く，急流であり，水が流れる量が少ないた
め，水不足になることが多い。この授業において，
水を確保する対策や事業が計画的，魅力的に進めら
れていることを理解するとともに，住民が水を大切
に扱っていこうとする努力は，実際の生活となじみ
が深く，重要な意味をもつのである。
　また教材としては，学校や家庭の水の使用方法に
ついて，児童が実感できるような資料を収集すると
ともに，公営企業やダム，浄水場といった地域の施
設や事業を有効に活用することが必要となってく
る。水については，家庭や子ども向けのパンフレッ
ト，ホームーページなども各地方自治体によって作
製されていることが多いため，それらを有効に利用
し，活用することもできる。「コンピュータなどの
活用」も児童には身につけておきたい技能であるた
め，意義があるのである。
　松山市については，1994（平成６）年にはダムの
水が０％になるといういわゆる「大渇水」に見舞わ
れており，その頃のダムの様子や学校や家庭での子
どもらのくらしなどもわかる資料が，市内図書館を
代表として大変多く，各図書館などにおいて所蔵さ
れている。また給水制限で節水した経験などをした
市民も少なくないため，当時のくらしを知るために
聞き取り調査を実施することもできる。また聞き取
り調査についても可能であれば，浄水場，ダム見学
などを通して，そこで働く人々（労働者）へのイン
タビューなども取り入れると，より，水不足であっ
た当時のくらしにおいて実感することができよう。
　学習指導案の作成については，私たちのくらしと
水に関する子どもの意識や水の利用の実態，地域の
環境などをリサーチしておくことはもちろんのこと
であるが，先述した「資料から必要な情報を集めて
読み取る」力を育てなければないことから，算数で
学習した表・グラフに関する既習事項，子ども一人
ひとりの各種資料を読み取る力，子ども一人ひとり
の文章についての読解力を総合的に理解しているか
どうかを考慮しなければならない。単に資料活用能
力につまづきがあると判断するのではなく，それぞ
れの教科の習得状況に問題があるかもしれないと考
えるべきであろう。また場合によっては個別指導も
視野に入れないといけないことも想定される。
　「学習のめあて」としては，自分たちのくらしと
水とのかかわりに着目しなければならないため，「学
校の蛇口の数調べ」などの活動を取り入れ，自分た
ちの生活のなかで，どのくらいの水を消費している
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のかを考えさせることが先決である。さらに「学校
で使用する水の量や料金」・「市の人が１日に使う水
の量」・「市の人が１人当たり１日に使う水の量」な
どの資料を児童に提示し，その量を実感させながら，
「わたしたちの使っている水は，どこからどうやっ
て送られてくるのだろう」というめあてを立てさせ
るとよい。
　水の量を実感させるのに，小学校中学年であるこ
の時期の児童には「プール何杯分」とか「牛乳パッ
クで何杯分」というように，子どもらの経験や発達
段階に応じて，身近なものに置き換えて量を実感さ
せると効果的であるといわれる。目の前の子どもた
ちの時間をとらえながら，その経験や発達段階に即
した量の置き換えができなければ，資料を読み取る
ことは困難となる。十分に注意するべき事項である。
【２】　第５学年の社会科
⑴　第５学年社会科の目標
　また「第５学年」の「目標」では「⑴我が国の国
土の様子，国土の環境と国民生活との関連について
理解できるようにし，環境の保全や自然災害の防止
の重要性について関心を深め，国土に対する愛情を
育てるようにする。⑵我が国の産業の様子，産業と
国民生活との関連について理解できるようにし，我
が国の産業の発展や社会の情報化の進展に関心をも
つようにする。⑶社会的事象を具体的に調査すると
ともに，地図や地球儀，統計などの各種の基礎的資
料を効果的に活用し，社会的事象の意味について考
える力，調べたことや考えたことを表現する力を育
てるようにする，などとなっている。
⑵　第５学年社会科授業の工夫
　第５学年の「社会科」の授業例に「米づくりのさ
かんなまち」を取り上げる。この単元では，わが国
の稲作が果たす役割や自然環境との深い関わりにつ
いて考えなければなあないため，学習問題に沿った
形で具体的な調査や基礎的資料の活用などを通し，
調べたり考えたりするものである。また第５学年で
は，事象の特色や相互の関連を説明しながら，「稲
作は，国民生活の維持と向上に役立っている」こと
や「稲作は，国民の食糧を確保する重要な役割を果
たしている」といった稲作が本来もつ社会的意味を
明らかにできるようにすることが求められることに
なるので，十分留意する必要がある。
　学習指導要領活用上の授業の準備として，この授
業でおさえておきたいポイントは，①稲作が国民の
食生活を支えていること，②米の自給率はおおむね
94％（平成18年度）で，不足している部分を外国か
ら輸入していること，③稲作は，全国で行われてい
るが，北海道地方や東北地方などで盛んに行われて
いること，④稲作は，自然環境と深いかかわりをもっ
て営まれていること，⑤稲作に従事している人々は，
消費者の需要にこたえながら，地形や気候などの自
然条件や社会的条件をいかして生産を高める工夫や
努力をしていること，⑥稲作の盛んな地域では，新
鮮で良質な米を早く消費地へ届ける努力をしたり，
輸送手段や経路，出荷先や出荷量などを判断するた
めに情報を収集したりしていることが挙げられる。
上記のポイントについては，いずれも稲作について
の授業を実践するたえに，明らかにしておきたい基
本的な知識でもある。これらをいかに準備するかが，
授業を行う上での準備段階となる。
　また稲作は，農業や水産業について学習する際に
必ず取り上げるものであるが，ほかにも国民の食生
活とのかかわりの深い野菜，果物，畜産物，水産物
などの中から一つ選択して取り上げることになって
いるため，①・②・⑥については他の生産物と関連
させながら別の単元であつかうことにした。稲作の
授業でさらに考えておく必要があるのは，子どもた
ちの実態についてである。昨今，子どもらにおいて
もパン食が増大している。しかしながら，国民の主
食は米であることは依然としてかわらない。またほ
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とんどの家庭においても，商店などで袋入りの米を
購入するか，稲の花の色を知らない子どもらが大多
数を占め，「どうやって米をつくるのか」「どこでた
くさん米づくりをしているのか」など知っている子
どもたちのほうが少ないのが現況であろう。彼等の
実態をまとめると，①米は水田でたくさんつくられ
ていることを知ってはいるが，米は店に行けば簡単
に手に入ると思っている，②米のつくりかたを，く
わしく知らない，③米によって，自分達の食生活が
支えられている意識があまりないということであ
る。すなわち米は子どもたちによって「身近なもの」
でありそうで，じつはそうではないということが見
えてくるであろう。
　授業づくりとしては，これまでに「準備してきた
この単元でめざす要素と子どもたちの実態とを結び
つけ，子どもらが驚きや疑問を引き出す手立てが必
要となる。このことはが授業のめあてになるところ
のものである。とするならば，めあては，子どもら
に自分で発見したり把握したりさせることがめざさ
れるため，調査活動や資料からわかることを丹念に
読み取らせるとともに，資料から読み取れた事実を
社会科教師自身が整理する必要があろう。「米の生
産量が30万ｔ以上のところは，気温が低い北の地方
に集まっている」という特色から，「高温多湿の気
候を好むはずの稲がなぜ，寒い地方でも育つことに
なるのか」など特色をいく問題や疑問を引き出すよ
うな問題が浮上するため，子どもたちが目をむけや
すくなることになる。
　また事実の関係性などを確認するべく「関係図」
を作成することも大切となってくる。「●図の中心
に稲作農家の方を貼る　●稲作と関係がある写真・
資料を選んで，稲作農家の方の周辺に関するものが
あれば，集めて貼り，やじるしで結ぶ　●稲作とど
のような関係があるかをやじるしのそばに書く」と
いうきまりをつくるのもよいであろう。
【３】　第６学年社会科
⑴　第６学年社会科の目標
　最上級学年の第６学年では「⑴国家・社会の発展
に大きな働きをした先人の業績や優れた文化遺産に
ついて興味・関心と理解を深めるようにするととも
に，我が国の歴史や伝統を大切にし，国を愛する心
情を育てるようにする。⑵日常生活における政治の
働きと我が国の政治の考え方及び我が国と関係の深
い国の生活や国際社会における我が国の役割を理解
できるようにし，平和を願う日本人として世界の
国々の人々と共に生きていくことが大切であること
を自覚できるようにする。⑶社会的事象を具体的に
調査するとともに，地図や地球儀，年表などの各種
の基礎的資料を効果的に活用し，社会的事象の意味
をより広い視野から考える力，調べたことや考えた
ことを表現する力を育てるようにする」と明記され
ている。
⑵　第６学年社会科授業の工夫
　第６学年の授業には「資料から必要な情報を集め
て読み取る」授業づくりをめざすものとして，「武
士による政治の始まり」について取り上げたい。そ
もそも第６学年での社会の学習は，歴史的分野と公
民的分野の内容からなり，おもには地理的分野の内
容からなる第５学年までの学習とその性格が多少異
なっている。第５学年までの学習は，主に平面的な
広がりとともに時間的な関係性のなかで社会的事象
をとらえていくということである。また，第５学年
まではその地域にくらす人々の工夫や努力，願いに
ついてある地域をとりあげて学習するが，第６学年
では，人物や文化遺産を中心とした「日本の歴史」
を学習する。第５学年では，学習者の子どもたちが
生きている「今」（現在）の社会で行われている事
象を取り上げ，その意味などについて追究するもの
に対し，第６学年の学習では子どもたちが誕生する
はるか昔のころに起こった事象を取り上げ，すでに
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知っている結果や時代を超えたところでの影響をと
らえるなかで，その時代の特徴や因果関係を予測し
ながら追究することが求められることになる。
　新学習指導要領によれば，「第６学年」の「２」
内容の⑴ウでは「源平の戦い，鎌倉幕府の始まり，
元との戦いについて調べ，武士による政治が始まっ
たことが分かること」と記載されている。鎌倉時代
に特徴として「武士による政治が始まった」ことが
あげられ，この時代の様子を子どもが端的に説明し
たときに最低限口にしたい言葉であろう。前半に示
されている「源平の戦い，鎌倉幕府の始まり，元と
の戦い」は時代の特徴を説明する事例である。それ
はこれらの事例を調査することにより，この内容の
学習を成立させることが求められている。
　どのように調べ，どのように知識を獲得するのか，
ということについては第５学年まではおもに目の前
の事象について調べていくので，実際に調査・見学
で行われることが多い。とりわけ第３学年及び第４
学年の目標には，「地域における社会事象を観察，
調査する」と明確に示してある。そこで見たことや
会った人から聞いた話など五感を使って調べる情報
収集を十分に行い，その獲得した知識を使用しなが
ら，多様な問題意識を持ったり，その問題を追究し
たりすることへつなげていくのである。
　資料から必要な情報を読み取る授業をつくるうえ
で，どのような教材開発を進めて行く必要があるの
であろうか。森分孝治・片上宗二編『社会科重要用
語300の基礎知識』によれば，「教材・教具」とは「そ
の意味内として３つのとらえ方が見られる。第１は
教材を学習内容と同質なものとするとらえ方であ
る。第２は，教材を学習内容と子どもの中間に位置
づくものとするとらえ方である。第３は，教材を教
育内容習得の為の素材とし，教材の物的側面を教具
とするとらえ方である」とされている。社会科学習
の成立を考えるには，どのような知識を獲得させた
いかがまず明確に設定されなければ，教材・教具の
選択も行えない。教育目標の達成をめざし，どのよ
うに子どもに問題意識をもたせたり，周辺的な知識
の獲得や関連づけをさせたりするかを考えたうえで
教材選択をしなければならなくなるのである。この
考えに基づくと，第３のとらえ方がふさわしいこと
になる。
　では，さきほどのとらえ方に基づきながら，「武
士による政治の始まり」の授業例についてふれるこ
とにする。「武士による政治が始まった」ことがこ
の時代の特徴であり，最低限の教育内容となる。ま
た前半に示した「源平の戦い，鎌倉幕府の始まり，
元との戦い」は時代の特徴を説明する事例である。
「調べる」ことによって，この内容の学習を成立さ
せることが求められる。社会科の授業では社会事象
間の原因と結論の関係を明らかにするなかで，社会
のしくみを学習する教材である。「武士による政治
が始まった」のは結果であり，そうなった原因を探
るなかで，社会のしくみを見出していくことが真の
目標となるべきである。原因を探るキーワードとし
て，「源平の戦い」・「鎌倉幕府の始まり」・「元との
戦い」である。これらの事例のもつ意義や意味を明
確化し，武士による政治が始まった原因を教師自身
が探し出すことが，次の作業となってくる。意味や
意義を考えると「共通するキーワード」として「領
地」という言葉が思い浮かぶことになる。「活躍に
応じた土地の所有を認めたことで，領地を得たい武
士の力を集結でき，武士による政治が始まったこと
が理解できる」ことこそが，本単元の教育目標とな
り，単元全体を貫く学習のめあてになるであろう。
　また歴史学習においては，情報収集を十分に行っ
たり，多様な問題意識をもつことでやその問題を追
究したり思考したりするためには，教具（資料）を
読み取ることが不可欠でとなる。資料の読み取りは
重要であるが，子どもたちが資料を読み取るには，
多くて１つ，２つぐらいに設定したほうがよいであ
ろう。しっかり資料に向き合うことで，それまでの
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学習で獲得した知識との比較により，新たに気づき
や疑問を発見できるようになる。しかし各学校で教
科書や資料集などを購入するが，多様な資料が多数
掲載されている。それゆえに獲得させたい知識に照
らし合わせてどの資料を使用するかを検討・吟味す
る必要もあるだろう。とはいえ，この授業では子ど
も自身が資料を活用しながら，自身で追究できる資
料こそが用意されなければならない。
　執筆者も大学の「初等科教育法（小学校社会）」
の授業において，「資料を読み取る」こと「どの資
料をどこで活用するのか」について小学校教員希望
の学生に実際に行わせたことがある。おもに明治期
中頃からわが国ではじまった「産業革命」のころに
焦点を当て，そのころの生産を支えていた人々のく
らしや教育の実態などがどのようなものであったの
か，について授業するという設定で「製糸女工と労
働・教育」というテーマを選んだ。また条件として
この授業のなかでかならず，「労働者の実態を示す
資料を活用すること」ということを伝え，学生それ
ぞれに考えさせた。その際の参考としては横山源之
助『日本之下層社会』，山本茂実『ああ野麦峠』，細
井和喜蔵『女工哀史』などの一節を配布し，文章を
読み，意味をみなで話し合わせた。また当時の有数
の製糸企業であった「郡是製糸株式会社」（現グン
ゼ株式会社）の社内資料（一次資料）であった「郡
是教育部規程」（1909年），「郡是製糸株式会社工女
日常心得」（1911年），「女学会開設の趣旨」（1911年）
といった原資料の読解を行わせることもおこなっ
た。また製糸機械（座繰製糸・器械製糸・自動繰糸
器械）の種類や繰糸方法なども教えることで，労働
の大変さなどを感じながらも，45分の一時の授業の
なかで，資料の意味，内容理解をはじめ，選別に勤
しむのであるが，長い時間にわたり学生個々に苦慮
していたことが印象的であった。
　また原資料でいえば，最近においてはインター
ネットで掲載されていることも多くなってきてい
る。資料を探す上で，昔と比べると随分便利になっ
てきた。元寇の様子を描いたとして知られる『蒙古
襲来絵詞』などの絵巻物を掲載するサイトもなかに
は存在し，教科書・資料集などでこれまでカットさ
れてきた部分についても見えることができるように
なり，資料の役割を十分果たすことができるように
なっている。また黒板などに啓示する大きな資料に
ついては，書籍・本などからスキャナで取り込んで
資料作成するとよいのは周知のことであろう。
　選び出された資料から，時代の特徴をあらわして
いるとともに，子ども自らが問題を生み出すような
資料を導入に位置付け，子どもらが主体的に学習課
題を追究し，教師が方向付けをしていくことこそが
重要となるのである。
【４】社会科学習で育てたい力の「思考力」・「判断力」
　新学習指導要領の解説社会編の目標と内容から
「思考力」・「判断力」がいかに求められているのか
を見ていきたい。まず，目標については第３学年か
ら第６学年まで大きな変更はないが，各学年の能力
に関する目標については，「これまでの『調べたこと』
に『考えたこと』を加え，『考えたことを表現する』
ことを一層重視」しており，考えたことを表現する
力を育てようとしている。新学習指導要領では，言
語活動の充実が挙げられている。言語活動のとらえ
方は様々であるが，社会科の言語活動がどのような
活動を指すのかを学習指導要領解説社会編から見る
ことができる。また観察・調査や資料などを活用し
て調べたり，調べたことをそのまま書き写してまと
めたりするだけではなく，調べたことを言語にして
表し，自分のフィルターを通して自分なりの解釈を
加え，それをみんなで伝え合うことにより，さらに
自分の考えが深められるような活動が求められてい
るのがわかる。つまり，「調べる」活動だけではな
く，そこから先の「まとめる」活動を充実させる必
要があると考える。このことについて，北は，「『調
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べる社会科』の授業が多く実践されるようになって
きた」としながらも，「多くの実践が，調べること，
体験することで終わっている」ということを問題点
として指摘した上で，「子どもたちに社会科の授業
でどのような知識や力を身につけるという観点か
ら，授業改善の方向を考えることが大切である」と
述べている。この点において，新学指導要領で挙げ
られている言語活動は，これからの授業改善の視点
に大きな示唆を与えるのではないだろうか。すなわ
ち指導者が，一時間，あるいは単元を通して，子ど
もたちにどのような内容を考えさせ，どのような内
容を理解させるのかを明確にもち，前述した「言語
活動」を充実させることにより，学習指導要領の各
学年の目標を達成できるようにすることが重要であ
ると考える。それが，社会科の学習を充実させるこ
とにつながり，子どもたちの思考力・表現力を育成
することにつながると考える。次に，小学校社会科
の内容については，社会情勢の変化に伴い若干の変
更があった。したがって，新学習指導要領では，内
容の一部が改善され，新たな内容が加えられた。安
野は，「現行の指導計画をベースにして，その見直
し・改善に努めることが大切である」とし，以下の
ような点に留意する必要があると述べている。例え
ば，「販売」については，販売者側の工夫を消費者
側の工夫と関連づけて扱うこと，我が国の情報産業
などの様子と国民生活との関連に関する内容につい
ては，これまでの「これらの産業に従事している人々
の工夫や努力」から「情報化した社会の様子と生活
とのかかわり」になるなど，社会においての一つ一
つの事実を双方向にとらえることや，事実がそれぞ
れにつながっていることなどをとらえさせようとし
ている意図がわかる。つまり，社会的事実・事象を
違う角度や立場から見ることや，広い視野でとらえ
る力を社会科学習で育てることが求められていると
いえる。
　また観察・調査や資料などを活用して調べただけ
では，調べる技能は育成できるが，社会科の学習で
大切な“社会的事象の意味を考える”力を育成する
ことは不十分である。要は，学習問題に沿って調べ
たことから，“どのようなことがいえるか”を，自
分なりに考える活動が保障されなければならないの
である。例えば，子どもたちが，我が国の国土の自
然や人々のくらしについて自分で調べたことから，
「人々のくらしは，それぞれの土地の環境と深い関
係がある。」といったことを自分なりに考えること
ができれば，その単元においての目標が達成できた
といえるのではないだろうか。そのためには，調べ
たことを視覚化することが必要であると考える。調
べたことを文字や図に表して見える形にし，それを
操作しながら分類したり，つながりを見出したりし
ながら考えることが大切なのである。このことは，
以下の先行研究の成果からも読み取ることができ，
思考活動を充実させる手だてとして注目すべき点で
ある。和田は，社会的な思考力を高めるために，思
考過程を図解化する思考ツール（キーワード化，図
解シート）の活用を授業に取り入れた。その結果，
「キーワード化により，疑問点を明らかにすること
ができ，学習課題の設定に役立てることができた」
「図解シートを使用したことにより，事象にかかわ
る概念の整理や思考過程の表出がうながされ，事実
と事実の関連性を明らかにしたり，新たな見方や考
え方に気付いたりすることができた」と報告してい
る。また，山下は，思考における言語の果たす役割
に注目し，資料から読み取った情報や学習した内容
を書き出す形で視覚化し，それらを比較したり関連
づけを行ったりするなど，資料を言語化する活動を
授業に取り入れ実践を行っている。その結果，「多
様な概念的知識の生産・獲得につながった」，「社会
的事象を総合的に概観することにつながった」と報
告している。さらに，寺嶋は，問題解決的な学習を
通して児童の思考力を育成し，社会的な見方や考え
方を高める授業の在り方を検証した。実際には，思
9田中　卓也・松尾　美香
考の連続性を意識した問題解決的な学習過程を工夫
し，そこに児童の思考を連続させる発問を行い，思
考技能を視覚化した学習シートを用いた授業実践を
行った。その結果，「三段階の過程に応じた発問を
することで，断片的になりがちな児童の思考をつな
げることができた」「思考技能を構造化し，学習シー
トにおいて視覚化させることで，思考技能の活用が
図られた」と報告している。このように，視覚化し
て考える活動を充実させることは，思考力を育成す
る上で効果的であると考えられる。社会科の学習で
は，社会的事象に出会って問題をもったり，その問
題に沿って調べたりする活動はもちろんのこと，そ
の後の調べた事実を基にして考える活動を充実させ
ることが大切であると考える。そのことが，社会科
学習を充実させることにつながり，ひいては思考力・
判断力を育成することにつながるのである。
【５】　思考力・判断力を形成する授業の工夫－クイ
ズ・ゲームの導入－
　小学校社会科において「思考力」・「判断力」を形
成するために，どのような授業の工夫が必要となる
であろうか。ここでは，小学３・４年生および６年
生対象の社会科授業において可能なクイズ，ゲーム
について紹介しておきたい。なお，ゲーム，クイズ
【例②：小学校6年生　平安時代パズル】
【例①：小学校3・4年生　ここはどこ？クイズ】
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の具体的活用とその影響については今後の課題とし
て別稿に譲りたい。
【おわりに】
　以上のことより，小学校社会科授業における思考
力・判断力の育成は大切な意味を有しており，その
育成には，観察や調査，レポート，意見の論述など
が児童等の成長・発達に応じながら知識・技能を活
用した学習活動が必要となることがわかった。学習
活動についても，観察や調査を対象とした体験的活
動，地図や地球儀，年表，写真，インターネットな
どによる資料活用活動，関係図づくり，報告書，発
表などによる表現活動などに分類されることもわ
かった。思考力・判断力を育成するためには，ゲー
ムやクイズなどを授業でも活用でき，心身の発達や
健康への習慣づくりとして，意味のあるものである
ことも明らかになった。思考力・判断力の育成をす
る社会科授業をより充実させるためには，目的や視
点を明確にした多様な学習活動が求められるだけで
なく，活動を通して，観察・調査や資料活用の技能
を系統的・段階的に指導することや，繰り返し活動
を行うなかで技能を定着させる指導が必要となるで
あろう。
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